
谷津生まれ、谷津育ち。「無縁社
会」が広がる中で谷津そして習志
野の地域の絆を強めたい。その
可能性に挑戦したい。ふるさとの
未来を切り拓く使命感と地元愛に
溢れる青年です。批判ではなく提
案。言葉ではなく行動。共に汗し
てきた私としても、突破力ある関
根ひろゆき君は習志野の未来を
託せる逸材だと確信しています。

衆議院議員
小林鷹之

小林鷹之衆議院議員も応援しています。



令和３年度支出の部令和３年度収入の部

上の表を見てみると、給料（市税など）だけでなく色々な種類の収入があることが
わかります。

例年、給料が全体の約６割を占めていますが、令和２年度から年金や児童手当
などの割合が例年と比較すると高くなりました。

これは、新型コロナウイルス感染症対策に係る国庫支出金が大幅に増加したこ
とによるものです。

その他、貯金の取り崩し（繰入金）や、国や金融機関等から借り入れ（市債）をし
ています。

支出の中で食費（人件費）については、全体の約２０．３％を占めています。

生計費中に占める食費の割合を示す係数のことをエンゲル係数と言いますが、習志野
市はそのエンゲル係数が高いと言えます。習志野市は文教住宅都市憲章を掲げ、公立
の幼稚園、保育所、こども園、習志野高校などを運営しているので、そこで働く職員が必
要となるためです。

光熱水費や消耗品など（物件費）は、上記の施設をはじめ、小学校、中学校、公民館、図
書館などの施設に係る維持費が多くかかっています。また家の増改築・補修費（普通建
設事業費、維持補修費）も、たくさんの施設が老朽化していることでお金が必要になって
います。

他には家族の医療費（扶助費）や、借金の返済（公債費）、１人暮らしの家族への仕送り（
繰出金）も必要です。

習志野市は市民の皆様の税金で成り立っているベッドタウンとしての側面が強い街です。
今後も現在の行政サービスを維持し、持続可能な習志野市を創っていくためには、いかに多くの方々に習志野市に住んでいただくかが重要です。
そのための政策として一番注力していくべきは「子育てと教育」です。

習志野市とほぼ同じ特性を持つ兵庫県明石市では「子育てと教育」に力を入れた結果、現役世代の人口増加を実現し、高齢者サービスの更なる充実や公共施設の充実、地域経済への更なる投資を図る
ことが出来ております。

習志野市の特性上、大企業の本社の誘致や観光地としてのインバウンドを期待することも現状難しいことを鑑みると、「子育てと教育への投資」、また「創業、起業のまち習志野」として多くの地元企業の
育成が必須と考えます。
誰一人取り残さない習志野を目指すために、今後も「子育てと教育」、「地元企業の育成」に力を注いでいきます。

関根ひろゆきの考え
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